
当ふれあいセンターは、国有林をフィールドとして北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取り
組む 等の活動支援、森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。NPO

釧路市こども遊学館 ４月２９日（木）～５月５日（水）
ゴールデンウィーク
イベント２０１０

「いろいろな木を４月２９日（木）～５月５日（水 、釧路市こども）
」遊学館でゴールデンウィークイベント２０１０「木 見てみよう！

木の標本を展示→のおもちゃであそぼう！」のイベントが実施されま
した。会場には大・小の動くおもちゃ、木の玉がこ
ろがる巨大ゲーム機など木の遊具がたくさん用意さ
れたほか、木にふれあう様々な工作教室が開かれま
した。当センターでは４月２９日「アイスの棒 クde
ラフト 、５月４日及び５日「つみっきー（つみきあ」

←自分の背より高く積み上げて・・・そび 」に参加しました。）
「アイスの棒 クラフト」では、アイスの棒にのde

りを付け、テーブルやイス・箱など思い思いの物作
りに挑戦してもらいま 「つみっきー（つみきあそび 」）
した。子供と２時間か は、マッチ箱程度の木片を利用した
けて「車」を作り上げ 積み木遊びで、子供連れの親子や友
たお母さん、作品を作 達同士が積み木遊びを楽しんでいま
り上げた我が子に感激 した。中でも自分の背丈以上に積み
するお父さんなど、親 上げた少女や何度も積み木崩しを繰
子で物作りを楽しんで り返して遊び続けた子供と母親な
いました。 ど、普段と変わった遊びが体験でき

たことと思います。
←アイスの棒 クラフトde

平成２２年度
第１回活動

５月２６日（水 、 午後から予定していた、シードト）
小雨が降る中、標茶 ラップの設置作業は、降雨のため取りやめ、第１回の
町と厚岸町の両町に 活動を終了しました。
またがるパイロット
フォレストで、会員 ※「雷別ドングリ倶楽部」の今後の活動予定
７名が参加して、平 第２回目 ７月１４日（センター・雷別）
成２２年度第１回目 ・苗木の移植作業と下草刈り
の活動を行いました 第３回目 ９月 ８日（雷別・ＰＦ）。
日頃は標茶町雷別 ・製品作業地見学及び植物の観察会

地区の自然再生事業地 第４回目 １１月２４日（ＰＦ）↑炭出し（炭の状況説明）

で活動しているドングリ倶楽部ですが、今年度最初 ・炭焼き体験及び保育間伐
の活動は、昨年１１月にパイロットフォレストで実 第５回目 ２月２３日（センター周辺）
施した「炭焼き」体験の窯を開けての炭出しを行い ・冬芽の観察会及び次年度の活動打合せ
ました。

上記の他に、今年度３播種作業の様子 →

その後、自然再生事業地に植付けするため、雷別 回実施を予定している
地区及び周辺で採取した種子を、発泡スチロールを 「ボランティア養成講
利用した播種床に播き付けました。昨年、ミズナラ 座」にドングリ倶楽部
・ハルニレ・イタヤカエデの種が不作で採取できな 員として参加を予定し
かったため、今年度はヤチダモ５箱とシラカンバ１ ています。
箱、計６箱播種しました。
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支 援

大型の作業機械に興味津々の様子↓

５月１５日（土 、道立厚岸少年自然の家が主催して「人のくらしと）
自然の関係を考えよう」 をテーマに「ネイパルクラブ 」が開催さ2010
れました。趣旨は、釧根管内の国立公園、ラムサール条約登録湿地な
どの自然環境をフィールドとして、これらの自然環境が野生生物、水
産資源、人々の生活など全ての生き物に大きな影響を及ぼしているこ
とを体験や説明を通して学ぶことです。
今回は 「森林への興味を育て、森林を育てる仕組みや森林の働きに、

ついて考えるきっかけをつくる。また、広大な荒れ地に森林を育てた
技術と地域の人々の努力を知る 」ことを目的として、標茶町と厚岸町。
の両町にまたがるパイロットフォレストをフィールドに、小学生３８
名が参加して行われました。

当センターでは、根釧西部森林
管理署と共同で、パイロットフォ
レストの歴史を紹介したビデオ鑑
賞、造成したときに使用した大型
作業機械の説明、山火事が発生し
たときに使用するジェットシュー
ターによる消火体験などを行いま
した。

←森の動物の説明中 飾り炭作り ↑

飾り炭作りでは「木を燃やす炎」に目
を輝かせ、早く炭ができるように火吹き

竹を一生懸命に吹いていました。また、森林散策では、周辺の林内で撮影↑ジェットシューターの体験

されたヒグマ、エゾシカ、エゾタヌキ、エゾリスなどの「動物の写真」を興味津々で見ていました。その後、パ
イロットフォレストが一望できる望楼に登ったり、間伐の体験を行いました。間伐の体験では、自分で伐った木
を輪切りにして記念に持ち帰るなど森での新たな体験が良い思い出になったことと思います。

ＪＩＣＡの研修員が炭焼き体験！

５月１２日（水 、ＪＩＣＡ（国際協力機構）からの受託研修による「キルギス国別研）
修（森林経営コース 」の研修員７名がパイロットフォレストを訪れました。）
キルギス共和国では、ヨーロッパアカマツなどの針葉樹に虫害が発生しており、虫害に

あった樹木を炭にして有効利用するため、今
回の簡易炭焼き窯の視察が計画されました。
当センターでは、パイロットフォレストに

設置しているドラム缶型簡易炭焼き窯の構造
や炭焼きの手順等について説明し、研修員の
皆さんにドラム缶簡易炭焼きを実際に体験し
ていただきました。
研修員の皆さんは 「暖房以外、何に使用す、

るのか 「いくらで売れるのか」など、 熱心」、
に質問をしていました。

炭焼き手順の説明 ↑ 炭焼き体験 ↑
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